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会   議   録 

会 議 名 令和 6 年度第 2 回丸亀市部活動地域移行等検討委員会 

開 催 日 時 令和 7 年 2 月 19 日（月）午後 2 時～3 時 35 分 

開 催 場 所 丸亀市役所 3Ｆ 302 会議室 

出 席 者 

出席委員： 岩根 誠・漆原 光德・大西 光宏・香川 真美・亀山 京子・

小糸 太一・齊藤 栄嗣・髙井 真治・近澤 裕明・徳永 博

保・前谷 智仁・山本 博美（50 音順・敬称略） 

傍聴人 ： なし 

事務局 ： 末澤教育長・窪田教育部長・田中協働推進部長 

      岩井学校教育課長・村尾まなび文化課長・奥田スポーツ推進課

長・御厨学校教育課主任指導主事・林まなび文化課副課長・平

池スポーツ推進課副課長・遠藤学校教育課指導主事・大西学校

教育課指導主事・多田市文化協会事務局員・西久保スポーツ推

進課主任 
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1． 開会 

2． 教育長挨拶 

3． 議事 

4． 閉会 

 

 

本日は大変お忙しい中、ご出席いただきまして、ありがとうございます。 

ただいまから、令和 6 年度第 2 回丸亀市部活動地域移行検討委員会を開催い

たします。本日の会議は「次第」に沿って進めてまいりますのでよろしくお

願いします。 

 

それではただいまから議事に入りたいと思います。 

 

 

まず議題の 1 です。令和６年度の取り組みついてです。事務局よりお願いし

ます。 

 

 

 

令和６年度の課題です。 

丸亀市の中学生の人口推移ですが、毎年３０名ほど減少をしている。令和６

年５月１日現在では２８９４名の中学生がおります。令和８年には２６９４

名になる見込みとなります。 

また、令和１３年には２４８０名程度まで減少すると予想されています。 

本年度の部活動についてですが丸亀市の部活動については運動部が１３競

技４７部活動あります。部員数は１７６０名で、全体の６２％程度。 

文化部については１０種目２４部活動があり部員数は６７０名全体の２３．

８％と両方を合わせると８５％を超えております。現状かなり高い率となっ

ておりますが、今後は中学生の減少により活動を維持するのが困難になって

くることが予想されます。 
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次に、部活動指導員を１３名配置できるように予算をしております。いろい

ろとマッチングしておりましてが現状につきましては、下の図のとおりとな

っております。 

４月の段階で運動部の指導員は配置ができたのは５名。新チーム以降、学校

からの要望で追加配置はできるようになりました。 

来年度については２名が家庭の事情で辞退させてほしいという届け出があ

りましたので運動部が７名、文化部が２名の予定となっております。 

続いて合同部活動、拠点校活動についてです。 

合同部活動については昨年より綾歌中学校と飯山中学校の野球部で行って

おりました。それに追加で秋の新チームから南中学校と東中学校の合同部活

動が開始されました。 

また、拠点校活動については西中のソフトボール女子で他行から１名参加し

ております。 

課題としましては令和７年度も運動部１０名、文化部３名の部活動指導員の

予定はしております。しかし、予定通り配置できていない部活動もあります。 

できるだけ速やかに配置していきたいと考えておりますが、香川県の方でク

ラブ活動等指導者人材バンク「クラサポかがわ」を作成しており、そちらも

活用していく。 

それ以外も様々なアンテナを張り巡らせマッチングを進めたいと考えてお

ります。 

 

まなび文化課の令和６年度の取り組みついて報告します。 

ロードマップに基づき、随時、文化芸術団体のイベント等の周知や受け入れ

を実施するとともに学校等の要請に基づき、文化芸術団体からの部活動指導

員、外部指導員の確保を実施しておりますが、これらに加えて将来的な部活

動の移行を見据えて地域の文化芸術団体と学校生との関係性構築や受け入

れなどの環境整備を図ることを目的としてつながりづくりに取り組んでお

ります。 

具体的な取り組み状況を申し上げます。 

今年度は文化芸術団体による小学校へのアウトリーチとして文化倶楽部体

験会開催を実施しております。この事業は、子供たちに多様な文化芸術活動

の体験機会を提供し、地域の文化芸術活動を知ってもらうとともに、子供た

ちに地域の文化芸術活動への参加を促すこととしております。 

一方、地域の文化芸術団体にとっては、事業を通じて、子供たちと接するこ

とで、子供たちへの対応に関する不安を解消するとともに、新たな活動の担

い手を開拓するという意味を持ち合わせております。こうした取り組みを通

じて、地域での子供たちの文化芸術活動の受け皿づくりを構築して参りたい

と考えております。 

事業の実施状況を申し上げますと、文化協会所属団体９分野１５団体のご協

力を得られる見込みとなりましたので小学４年生から６年生を対象として

募集をしたところ城辰小学校より応募いただきました。調整の結果、４年生、

５年生合計９１人を対象に６分野８団体にて実施することになりました。今

月２８日に実施予定となります。 

 

スポーツ推進課としての取り組みについてです。 

今年度はロードマップに基づき２件ほど取り組みを行っております。 

１つ目としましては、スポーツ団体等から、部活動指導員や外部指導員の確

保、開拓を行っております。こちらについては各競技団体やスポーツ少年団

の集まる会において、市スポーツ協会と協力しクラサポ香川を紹介し指導者

の登録をお願いしております。 

今年度については３回ほど会議の中で周知をしました。 

２つ目は、各種スポーツイベント等の積極的な周知、受け入れということで
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チラシがあるのですが、２月２２日に新しくできた東洋炭素アーバンスポー

ツパーク丸亀にて「アーバンスポーツフェスタ」ということでこちらについ

ても中学生を対象というわけではないのですが中学生の居場所づくりとい

うことで案内をしてここで活動ができるということの紹介と周知をしてお

ります。 

アーバンスポーツパークだけでなく中学生の居場所づくりということで取

り組みを進めております。 

 

ありがとうございます。 

令和６年度の取り組みについて説明いただきましたが何か質問などありま

すか。 

無いようですので議事２の令和７年度の取り組みについて事務局から説明

をお願いします。 

 

令和７年度の予定を説明いたします。 

先ほども申しました通りロードマップに沿って部活動の指導者の充実を図

っていくようにします。 

続いて合同部活動につきまして先ほども２つ軟式野球について夏まではそ

の状況が続きます。 

それ以降部員数の増減などにより同様の活動になるかになります。 

拠点校部活動については現在、西中学校ソフトボール部の身ですが、中体連

の方の他の部活動につきましても必要に応じて拠点校対応できるように競

技部の方にも持ち掛けておりますので、ソフトボール以外にも拠点校藤鋳物

ができてくる可能性はあります。 

もう１点ですが実証試験です。 

学校教育課としては四国職業訓練大学校と連携して事業を行う。 

４つの大きな科があります。機械系、電気・電子系、電子情報系、住居系と

いうものがある。 

この４つの体験活動を休日、もしくは夏休みなどにしていきたいと考えてお

ります。平日もできるところがあればいいと思っています。 

また、指導者というのはまだまだ大変なところはありますが、大学の先生以

外に、大学生の方も指導者として利用してもよろしいかという問い合わせも

来ております。大学生も利用しながら指導者として手厚く対応できればと考

えております。 

続いて丸亀市の軟式野球チームの現状と地域移行について説明いたします。 

 

これまで軟式野球競技については、部員数の減少に伴い合同部活動を実施す

るなどロードマップに基づいた取り組みを行ってまいりました。 

その成果がある一方で、課題や単独校で実施が厳しくなる見込みがありま

す。本市の方針に即した地域移行を進めていくには、新たな方向性を見出さ

なければならないのではと、これまで本市の軟式野球競技部と市教委で検討

を重ねてまいりました。その詳細について本日この場で説明させていただき

ます。 

これまでは、関係課や、校長会、軟式野球部の顧問には説明を行ってその方

向性について了承をいただいているところです。症例にわたって子供たちが 

継続的にスポーツ、文化芸術活動に親しむための大切な取り組みであると考

えておりますので是非検討委員の皆様からも貴重なご意見いただければと

思います。 

まず、初めにというところで本市のロードマップ確認と国の新たな方向性に

ついてお伝えします。 

まず、本市の地域との連携協働の目的ですが、教育的意義を踏まえたうえで、

生徒にとって望ましいスポーツ文化芸術環境となり、教職員の負担軽減にも

つながるよう、適正な運営や、効率的、効果的な活動の推進を図ることとし、
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部活動者、部活動指導員、そして地域人材を活用することや、複数校による

合同部活動の実施など、丸亀市の実態に応じた改革を進めることとしていま

す。 

基本方針についてはそこに渡島死しているとおりです。 

令和５年度から３年間の計画になります。本件に関する部分は各校への移行

及び実態調査。現状をとらえた合同部活動というところが該当すると考えて

おります。 

これまでの取り組みについては別紙イメージ図のとおりとなります。 

次に、新たな方針として令和８年度から１３年度末までを改革実行期間と

し、地域移行から地域展開へと名称も変更し推進するということになってお

ります。 

国や県の動向を受けて本市においても、令和８年度以降の取り組みについて

は今後検討が必要であると考えております。 

次に軟式野球部の取り組みについて詳細に確認していきます。 

まず、１つ目です。先ほどありました合同部活動を実施してきました。単独

でのチーム編成ができないことを受け、令和４年度の新人戦より綾歌中学校

と飯山中学校。今年度の新人戦から南中と東中が合同部活動を実施しまし

た。 

２つ目に、部活動指導員を綾歌中学校に１名配置して、この活動を充実させ、

教職員の負担を軽減する取り組みを行ってきました。 

その成果と課題について整理をしております。 

昨年度の検討委員会でも報告させていただきましたが、まず成果として選手

が確保され、チームとして各種大会に出場ができました。 

合同部活動、部活動指導員の配置についてアンケートを実施したところ、生

徒保護者どちらも満足度８割程度である為、スムーズに運営できたと考えて

おります。部活動指導員の配置によって今後の勤務時間の調整ができやすく

なり働き方改革に繋がりました 

課題については練習会場への移動や、方針や活動時間の違いによる保護者や

部員の理解が得られない状況もあります。合同チームを結成するっていう際

にも、学校間での合意形成という部分で少し困難な場面も見られた。 

次に部員数の現状についてです。今年度、２年生が市内野球部合計で３６名

です。５中学校あるので平均約７名。１年生は合計６３名。１、２年生で合

計６３名。減少が進んでいる。 

来年度、新１年生でスポ少から部活動に入ろうと考えている子の調査をした

ところ２０名弱です。 

このままいくと来年度の新チーム、１・２年生の合計が４７名の見込みにな

る。 

ここまでくると合同チームの編成も難しくなっている。今後、大幅に増える

見込みもなかなかない為、保護者の方から今後の軟式野球はどうなっていく

のかという問い合わせがある。 

そこで、今回の資料にあるように、今までの部活動は学校部活動の位置づけ

である。これまでの取り組みを経て、学校と連携して行う地域クラブ活動に

移行する時期が来ていると考えております。 

丸亀クラブ仮としております。 

まずは、市教委と連携しながら準備を進めていく。対象の子供たちは市内中

学校軟式野球部所属の生徒たちになります。 

準備運営委員としてコーディネーターの大西先生、地域代表として市ＰＴＡ

連絡協議会の岩瀬さんを予定しております。話をして了承を得ております。 

中体連からは専門部長の森崎先生、両方の立場から私御厨もかかわらせてい

ただこうと考えております。 

指導者としては教員を中心に手続きを進めながら指導できる体制を整えて

いきます。 
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また、これまで同様に部活動指導員の配置を行って地域と連携しながら指導

していこうと思います。 

さらに、野球人口が減少している課題については、市スポーツ少年団とも連

携しながら人口を増やしていく取り組みを実施していければと思います。 

今後の輔ジュースについてです。市内の中学生を１つにまとめるタイミング

としては令和８年の新チーム発足時を考えている。つまり、令和７年度の１

年生が１番上になるタイミングです。 

そこまでの１年３か月を準備期間としています。これまでも合同部活動を行

てきたが見通しが立たず不安な声もあったことから来月には情報配信シス

テムなどを活用し市全体の経過報告をすると同時にクラブ化についても周

知します。 

また、新入部員が確定した段階においても再度、外套の保護者等に集まって

いただいて今後の説明を行い、定期的に外套の子供たちを集めて合同練習会

などを行い、人間関係作りをし、その地域移行に向けた進捗状況を保護者に

説明することを丁寧にとっていきたいと考えております。 

令和８年度の８月以降について休日はまずそういった形で活動していく方

向性です。平日もクラブとして活動を行うかは状況を見ながら判断していこ

うと思います。 

クラブ化の利点ですが１つ目は軟式野球を親しむ機会の確保。先ほどまでに

説明した通り、中学校での練習が今後できなくなってくる可能性がある。 

まだまだ需要はあるので選択肢の１つとして存続で来るように本件を進め

ていきたい。 

２つ目は教育的効果の維持。まずは中学校の教員にも優秀な指導者がいるの

でそこを中心に指導を行う。勝利至上主義に陥らず人間教育を軸に持つ教員

で指導を行う。 

今後は地域指導者にも入っていただき一緒に指導していただく中で教育的

効果を継続できるように指導者も育てていきたいと考えています。 

３つ目は、保護者・生徒に与える安心感です。市内のスポーツ少年団の６年

生は自分のチームを引退したタイミングで「オール丸亀」と呼ばれる連合チ

ームを結成する。そこで関係ができるため中学に行っても一緒に野球ができ

るということは安心感につながると思います。 

教員がかかわるということと学校施設の利用なども保護者に与える安心感

につながると考えております。 

クラブ化における留意点です。 

まずは見通しを持って取り組みことで信頼を得ることができると思ってお

ります。 

また、スポーツ少年団に所属していないまたは野球が未経験の子でも野球に

親しむことができるような活動の機会を確保していきたいと考えています。 

各家庭への負担や移動の問題等も市教委と連携しながらしっかりと対応し

ていきたい。 

どうしても受益者負担は発生するが部活動の際にも発生していたのでしっ

かり説明をしていきたい。 

次に、運営についてです。まずは、市内効率中学校在籍の生徒に限ってやっ

ていく。 

保護者との連絡については、県が提供している「部活動アプリ」を活用し連

携していきたい。 

最後に、将来のビジョンについてです。 

５年後には平日を含めて進めていく。 

指導者についても地域の人に入っていただく。 

１０年後ですが、クラブ出身者を地域指導者としてかかわっていただくとい

う形に持っていきたい。持続可能な集団を目指していきたい。 
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ご意見ありますか。 

 

まず、大学生を指導者として入っていただくということですが何か資格など

は持っているのでしょうか。 

また、オール丸亀の活動どう開始時期と期間はいつになるのか。 

 

大学生のことについてです。それぞれの科に通っている生徒になります。本

人は専門で習っていることなので指導しやすいと思います。ただ、大学の先

生が指導に当たらせたいということなので練習や指導したうえで中学生に

閲すると思います。資格は現在ありません。 

 

１１月末ごろまでは各チームの招待試合などがある為、１２月から３月中旬

くらいまでは試合が続いていく。 

丸亀だけでなく他郡市もこのような形をとっている。交流試合を盛んに行っ

ている。今現在は３０名くらいで活動しています。 

ただ、この中でも全員が軟式野球クラブに進むわけではなく硬式野球に進む

子もいます。 

 

他に質問はありますか 

無いようですのでまなび文化課お願いします。 

 

 

まなび文化課の令和７年度の取り組みについて説明します。 

令和７年度においてもロードマップに沿った取り組みをするとともに本年

度実施しております、アウトリーチ事業を継続して実施する予定としており

ます。また、新たに中学生を対象として事業を実施する予定となっておりま

す。小学校３校程度、中学校も３校程度です。今年度募集が１２月で若干遅

かったので早めに募集をかけまして、多くの学校に参加いただきたいと考え

ております。 

また、本事業を実証事業として位置付ける予定です。まなび文化課の取り組

みについては以上です。 

 

スポーツ推進課の取り組みついて説明します。 

先ほどの２点を継続しつつ令和７年度については東洋炭素アーバンスポー

ツパーク丸亀を活用し、スケートボード教室を年に数回程度実施する予定と

なっております。香川スケートボード協会にお願いをする。対象としては中

学生と小学生の高学年も対象にしてスポーツ教室をやっていこうと考えて

おります。 

スポーツ推進課の取り組みは以上です。 

 

両課からの説明を頂きましたが質問はありますか。 

無いようですので次の議事をお願いします。 

 

 

国県の動向について説明をします。 

こちらは全国の数値となります。 

まず、中学生の人数の推移です。２０００年頃は５００万人ほど中学生がい

たようですが、現在は約３００万人。２０３３年２５０万人。どんどん減少

しているのが見れます。 

続いて運動部の参加率です。令和元年を誉田くらいから急激に減少しており

ます。 

続いて運動部に加入している中学生の推移です。これは平成２５年度から令

和５年度までの１０年間での比較になります。 
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議長(漆原) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、合同部活動の実施チームの推移です。 

先ほど、丸亀市の軟式野球部をクラブチームかしていくと話をしましたが全

国でも同じようなことが見えます。 

合同チームというのが、平成２５年には１５４チーム全国であったようです

が、令和５年度には１１６１チームということで６５０％くらい増加してお

ります。 

これがどういうことかというと、合同チームが増えているということは単独

チームが減っているというとらえ方ができる。ということはそういった機会

が減るということが野球競技で全国的に広がっているということです。 

文化部を取り巻く現状としてはこちらも横ばいも敷くが減少傾向にありま

す。その中で吹奏楽連盟の調査結果を見ると、大編成で参加している学校は

少なくなっている。少人数編成が増えているということでいろんなところで

減少傾向であるといえます。 

続いて改革推進。令和４年１２月に発表されたものです。 

大事なところが生徒がスポーツ技術活動に継続して親しむことができる機

会を確保するというのが一番の目標として考えられています。 

次のところが今後の方向性となっております。これが一番新しい資料となっ

ております。令和６年１２月１８日の資料です。 

同様に将来にあたって生徒が継続的にスポーツ文化芸術課津堂に親しむ機

会を確保するとあります。 

その中でも、いくつか変わっていることがあり、地域全体で連携して取り組

みの名称の変更ということで地域移行という名称は地域展開でへんこうし

ますとこちらで明確に出ております。 

改革実行期間となっていますが令和８年から１０年までは前期と。中間評価

をしたのち１１年から１３年を後期として定めております。１３年度は２５

００名程度になる見込みであるのでこのような形で進めていくというとこ

ろです。 

丸亀の野球のところでもあった費用負担については国、道府県、市町村で支

え合っていく必要があるとも書かれております。 

県の動きです。 

クラサポかがわがあります。部活動指導員のデータバンクとなっております

現在４４名登録があり丸亀市は１０名の登録があります。 

このマッチングについては学校の要望とマッチングする人との要望がうま

くいかないとマッチングが難しいということになります。このアプリだけで

なく様々なところにアンテナを張り巡らせて人材の発掘をしていくことが

課題となります。 

 

他に質問はありますか。 

 

先ほど説明があったように１２月に文科省から発表がありましたが、部活動

について指導要領から外すということを明言しました。 

今後、中学校においては部活動が義務ではなくなるということになり、やら

なくてもいいということに私も驚きました。 

そうなるとおそらく市町においては、部活動ができない、やりたいけどでき

ないというようなことも出てくるかもしれません。 

実は、年末に調べたところ、全国の市町村のうち大体１割くらいがこのよう

な委員会が立ち上がっていないという状況になります。その１割の市町村は

もしかすると中学校部活動をあきらめてしまう、或いはやりたいけれどでき

ないという状況になるかと思います。 

その一方で、報道にもあったように熊本市はそのまま部活動を継続するとい

う本心を打ち出しました。これもかなりの影響を与えております。近隣の市

から熊本市に生徒が大移動していしまうのではと考えている指導者もいま
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大西校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙井先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀山先生 

 

 

 

 

 

 

 

前谷先生 

 

 

事務局(大西) 

 

 

 

 

 

スポーツ協会

齊藤 

 

す。 

この状況で、他に何か意見はありますか。 

 

１つは野球については非常に切実な問題になりつつあります。ただ、合同チ

ームというデータだけでは難しいところもあると思います。 

でも一方で教員の働き方改革ではあるが何が働き改革なのかといったとき

に時間だけでなく働く人が幸せを感じるかが一番大切だと考えています。部

活動をしていきたいと思っている指導者がいるというのも事実です。一番は

野球の丸亀クラブがモデルになりほかの部活動にも広がっていけばいいな

と思っております。 

答えは何かわかりませんが、現場の子供たちの意識、或いはやりたいと主０

っている子供たちが８０％を超えているのでそういう子供たちを大切にし

ながらどこでするのか、どうやるのかというところを考えていかないといけ

ないと思います。 

ただ、金銭的負担についても大きな部分になりますのでそこについても再度

調べたうえで検討していく必要があると思います。 

 

中体連として県のデータで全国の中体連の方向性を見ていると、以前、協議

によっては全国大会をしないという競技もありました。その競技においては

何とか全国大会を開きたいという方向で違う形ではあるが全国大会を開き

たいということです。 

現状、総合体育大会というのは全国大会につながってくる大会になるのです

が、それが地域・県・四国と勝ち上がっていたチームが全国大会に出場でき

るというものなのですが、全国大会に繋がる糟谷出場できるチームが競技に

よっては様々で協議によってはクラブチームが出れる、出れないという競技

はあり様々なので現場は非常に混乱しているというのが現状です。 

そのあたりも含めて、地域移行、地域展開ということを考えていかなければ

いけないと思います。 

根本的には、やっぱり子供の活動場所を確保してあげるのが先決ではないで

しょうか。 

そこがスムーズにいかないところが課題だと思います。 

 

文化部についても運動部活動についても、児童生徒に様々機会を提供するこ

とを継続して行うというこの趣旨は本当にありがたいと思います。島の学校

に勤務しておりますが、小学５年生の男子児童は島の駐在さんにトロンボー

ンを習いながら活動しております。 

また、令和１３年度に中学１年生になる年長さんの男の子のところには秋に

オリーブ外ナースの選手がきて喜んで活動をしていました。彼が、中学生に

なった時に受け皿があればいいなと思い今日の話を聞いていました。 
 
 

合同部活動を行う上での基準などを知りたい。 

 

 
初めは足りないチーム同士で組むのが原則でした。 

その後、足りないチームとそうでないチームでの編成もよくなり、現在では、

足りているチーム同士での編成も許可している市町もあります。 

丸亀も今度の新チームからの編成ではそれを認めるようになります。 

中体連の方でも毎年のようにルールが変わっている状況になります。 

 
中学生の人数の推移をみると間違いなく減少してくことが見てわかる。今か

ら１０年もすればさらに減少していく。そうなると部活動をしてくのは難し

くなってくる。 
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議長(漆原) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齊藤さん 

 

 

 

 

 

 

近澤さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同部活動を作ったりしていても最終的には地域がかかわる知育クラブと

して活動する必要があると思う。国が言っているのもこのことだと思ってい

る。 

そういって時に、丸亀市としてどうしていくのかというのがあればいいと思

う。 

スポーツ少年団の大会などに行ったりして野球のチームを見たりするがあ

まりにも少ないという風に感じたこともない。小学校と中学校の連携でなに

か壁があるのではないだろうか。 

ソフトテニス競技の方で保護者の方から夏休みや休みの日にも時に面倒を

見てくれないかという話が出た。やってみたらうまくいったという話も聞い

ている。 

実証的なことで今後もお願いいした。 

この委員会では地域移行について話をしているが現場ではこのような事例

もあるという情報提供を今後もしていきたいと思っております。 

 

 
野球に関しては私も携わっているので独特な状況があり中学校から硬式野

球クラブに入る子供が県内でも多くなってきている。クラブ自体がかなり増

えている。そういった背景が中学校の軟式野球部をどうするのかというとこ

ろに繋がってくる。 

中学・高校・大学で硬式を指導したいという話もあります。 

そうは言いながら、も野球人口全体の減少はあります。サッカーにずいぶん

流れているというのもあります。今回のクラブが様々なブブｂｂでクラブ組

織ということになると思っております。 

丸亀が、これで軟式のクラブを作るとなると県内ではおそらく先んじて動い

ていくということになると思います。模範になるかと思いますし、やりたい

子供たちがまとめて入ってくることにもなると思います。 

先月の東京での会議でも意見として出たのですが子供たちの取り合いにな

ってくると思うという意見でした。市と町で取り合うことになるかもという

話が出た。義務教育がそれでいいのだろうかという話が文科省がらみの人か

らも出てきた。混乱の中で今、このことが動いているのだと実感をいたしま

した。そのあたりもご理解いただけたうえで丸亀市の方針をこれから考えて

いくべきだと考えています。 

 

私からはもう一度お願いしたいのは小学校から中学校での一つの流れの中

で繋がっていく。丸亀市は頑張ってやる子供たちがスポーツをできる環境を

作っていくと。小学校から中学校、本当は高校・大学まで全体とつながって

いくような取り組みを作っていただけると全体的にもうまくいくと思って

いる。また子供の取り合いも、丸亀市が率先して行うといい状況が生まれて

くると思います。 

 
まず、文化協会で地域移行を受けるとなると協会に所属している人は６０代

７０代８０代がたくさんいる中に部活動を取り込むという形になります。 

今までは学校の先生が部活動で教える、場合によっては書道の先生などが学

校に来て教えてくれるという基本的には学校ベースであった。 

それが、地域移行になった時に家元とかに行くようになりものすごく格差が

出てくる。 

昔はブラスバンドをやるときは５０人の部門というカテゴリーで出ていく

ことが多かった。そのときは部員が１００人とかの時代で半分が出れないと

いうこともあった。 

５０人であってその部門に出れる学校がもうすでにほとんどないという状

況になっている。今は少人数の部門になってきている背景がある。 
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山本さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ岩根 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ香川 

 

 

 

 

 

議長(漆原) 

過去は人数が多かったから枠組みを作ってそこに人を入れていくというこ

とでよかった。 

しかし、今は人が少なくなったので枠を小さくしたりくっつけたりして何と

かやってきているがその枠事態がそれで正しいのかというところに来てい

るのではないでしょうか。今の議論は枠を小さくしましょうとか、枠をくっ

つけて一つにしましょうとかそういったことをしていると思います。 

そうではなく丸亀市として独自の枠組みが必要なのではないでしょうか。 

例えば、ブラスバンドを例にしますが、どこかのブラスバンドを大人のブラ

スバンドに土曜日や日曜日に来ていただくという風に聞こえます。それは今

ある枠を利用すればという話しになります。 

しかし、それには無理があると思います。なぜならば大人のブラスバンドは

夜やっているからです。そこに本当に中学生が来れるのかという問題があり

ます。では昼間にやってくださいという話が来ても既存のブラスバンドがで

きないとなる。 

新たな丸亀スタイルの枠を作りその中で我々も協力し、学校にも協力してい

ただき生徒がそこで楽しめるという枠組みを新たに作る必要があるのでは

ないか。音楽も運動部活動も変わらない。そうした中でそれを、各協会やア

ソシエーションがあると思うので認めていただくと。正規のチームとして出

場できるようにしてもらう形にしていかないといけない。 

今ある枠をどうしようというところに頭が行きがちであるがそのあたりが

どうにもならなくなっている。そこで丸亀市スタイルの新しい枠を作り、今

言われていた小学校、中学校、高校、大学のつながりができるスタイルを作

っていくべきではないでしょうか。 

 
文化協会の事務局として学び文化課のようなクラブ活動体験会に携わらせ

ていただいて大変ありがたく思っております。 

文化協会が高齢化している中で子供たちとの触れ合う体験会ができたこと

がなかなかない。自分たちが文化芸術を取得した体験をやっぱり子供たちに

伝えて体験させてあげたいと思えるきっかけになりました。 

また、近澤さんのような若い指導者の方がいると文化協会の中の違う流れが

できるのではないかと思います。 

今は、パソコンや携帯などでいろんなものが見れるようになり人に教えても

らうぬくもりを感じられるような体験が大切なのではないかと思います。 

 

 
御厨先生からの説明もあったように自分もオール丸亀にかかわっているこ

こ数年で野球を取り巻く環境は大きく変わってしまった。昔は、トップの子

供たちだけが硬式野球クラブにスカウトなどで言っていたが、最近は中間層

くらいまでごっそりといってしまう。今でも遅いくらいだと思っているがす

ぐにでも動かないといけない。ぜひとも頑張ってほしい。 

 

子供が減ってきている。 

息子が５年生だがどんな部活動に入りたいか聞いても反応がない。小学校６

年生の終わりにある中学校の説明会の時に部活動の見学とかがあった時に

初めて何があるのかわかるくらい。もう少し早い段階で見学や説明会などが

あればもっと選択肢が増えるのではないだろうか。 

 

保護者からの貴重な意見ありがとうございます。 

以上で第２回検討委員会を終了いたします。 
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